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 概要 

「応急修理制度」は、大雨により被害を受けた住宅の応急修理について、住民から

の申込みに基づき市町が施工者に修理を依頼し、実施するものです。 

 修理対象は、屋根や壁・窓、台所・トイレなど日常生活に必要不可欠な部分が対象

となります。 

※はじめに、ご自身で施工者を選定し、修理の箇所や内容を調整の上、市町に申し込んで 

ください。選定された施工者に対し、市町が修理を依頼します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象区域・対象者  

対象区域：羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町  

対象世帯：上記市で、大雨による被害を受けた住宅が罹災証明書で、「大規模半壊」

「中規模半壊」「半壊」「準半壊」の被害を受けた世帯  

（「全壊」の場合でも修理により居住が可能となる場合は、対象となります。） 

 対象建物：令和 8年 8月 27日からの大雨により被害を受けた住宅 

※納屋や車庫、空き家は対象となりません。 

 

費用の限度額 （1世帯あたり） 

全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊 ： 757,000 円以内   

準半壊 : 367,000 円以内   
※費用は市町から施工者に直接支払います。 
※限度額を超える部分は、自己負担となります。 

完了期限 

令和 8年 11月 26日  （状況に応じ延長の場合あり） 

 

【令和６年９月 低気圧と前線による大雨に伴う災害関係】 

住宅の応急修理制度について（災害救助法） 

イメージ図 大まかな修理（手続き）の流れ 

★大雨被害に対する応急修理の注意事項 

・ 大雨による被害と直接関係のある修理が対象です。 

※ 大雨により被害を受けたことがわかるように工事前の写真を撮影してください。 

・ 土砂等の撤去・処分費、消毒費は、応急修理の費用に含めることはできません。 

・ 住宅が半壊以上の被害を受け、応急修理の期間が 1か月を超えると見込まれる場合は 

応急仮設住宅（みなし仮設）との併用が可能です。詳細については市町の担当窓口に 

ご相談ください。 
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⑤完了報告

⑥支払い

【令和８年８月２７日の大雨による災害関係（羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町）】         

 案 
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【応急修理制度の趣旨】 

  日常生活に必要最低限の部分を応急的に修理すること

で、元の住家に引き続き住むことを目的としたもの 

【応急修理実施のポイント】 

 ・大雨による被害と直接関係のある修理が対象です。 

 ・災害により損傷をうけた箇所（部分）が本制度の修理  

対象です。（災害の難を逃れたものは対象外です。） 

・以下は本制度の対象外です（例示）。 

・空き家や納屋、車庫 

  ・靴箱、収納（床下収納含む）、仏間、床の間 

・住宅設備等のグレードアップ 

・住宅設備等については、取替え前後の品番の撮影や 

カタログの写しを用意してください。 

 ・エアコン等の家電は、対象外となります。 

・写真の撮影は必須。（工事前、工事中、工事後） 

→工事前に撮影できなかった場合は「証拠写真代替資料」を添付する 

【その他】 

・応急仮設住宅（賃貸型）との併用も可能。 

→半壊以上で、修理に要する期間が１か月を超えると見込まれ、他の住まい

の確保が困難な者に限る。 

併用の場合、応急修理の申込み後に応急仮設住宅（賃貸型）の申込が必要。 
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【大雨関係の主なＱ＆Ａ抜粋】
回答質問

一度、浸水した断熱材はカビの温床となる可
能性が高いため、交換の対象として差し支え
ありません。
その際、石膏ボードを外す、壊す等せざる得
ない場合も張替えの対象となります。

浸水した部分の床壁の修繕は対象となるか。
（断熱材、石膏ボード張替など）

修理業者において上部まで交換する方が良い
と判断するのであれば、交換して差し支えあ
りません。
一般的には、床上20～30㎝であれば、床上か
ら50センチ程度を切り取り、壁内の断熱材を
抜き取り、乾燥をさせてから、修理する方法
も考えられます。

壁の修理について、床上20～30cm程度浸水し
た場合、浸水した部分のみの壁を修理すると
いうことは不可能だと考えるが、上まで修理
することを対象とすることができるのか。

汚泥や悪臭により使用できないと判断した床
や壁については、応急修理の対象として交換
等して差し支えありません。
また、床と併せて畳などの修理を行う場合も
対象となります。

床上浸水により汚泥が堆積し、洗い流しても
悪臭が取れない、
カビが発生するなど、そのままでは生活でき
ない場合、破損はなくても修理の対象となる
のか。

浸水した床下断熱材はカビの温床となる可能
性が高いため、その交換については応急修理
の対象として差し支えありません。

床板を修理するうえで、床下断熱材は対象と
なるか。

３



４

５



７

６



８



＜提出書類＞
・「工事完了報告書」（様式第7号）
・「施工前、施工中、施工後の写真」等

被災者

①修理相談

施工者

事前
相談

申請書
提出

受付

工事の
依頼

完了
報告

支払い

【 応急修理手続きの流れ 】

②見積書提出
修理内容の説明

被災者

③修理内容の相談

市町
④り災証明・申込書様式入手

被災者 市町
⑤申込（書類提出）

＜提出書類＞
・「住宅の応急修理申込書」(様式第1号)
・「り災証明書」の写し
・「施工前の被害状況が分かる写真」
・「修理見積書」（様式第3号）
・「資力に関する申出書」（様式第2号）
・「住宅の被害状況に関する申出書」

市町 施工者
⑥修理依頼・請書

＜送付書類＞
・「修理依頼書」（様式第4号）
・「請書」（様式第6号）

被災者
⑥’工事実施連絡

修理業者による工事の実施

市町 施工者

市町 施工者

⑧修理費用確定

⑨請求書の提出

⑩支払い

⑦工事完了報告

Step1

Step2

Step3

Step4

Step5

＜送付書類＞
・「応急修理実施連絡書」（様式第5号）
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概要 

「住宅の緊急の修理制度」は、住宅が大雨で被害を受けた後、雨水の侵入等を放置

することにより被害が拡大することを防ぐため、住民からの申込みに基づき市町が、

屋根、外壁等の必要な部分に対して、施工者にブルーシートの展張等の修理を依頼す

るものです。 

緊急の修理対象は、屋根や外壁等へのブルーシートの展張等が対象となります。 

対象区域・対象者 

対象区域：羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町 

対象世帯：準半壊程度の損傷を受け、雨水の侵入等を放置すれば住宅の被害が 

拡大するおそれがある世帯 

※納屋や車庫、空き家は対象となりません。

費用の限度額 1世帯あたり 56,400 円以内 

※費用は市町から修理業者に直接支払います。

※限度額を超える部分は、自己負担となります。

完了期限 令和 8年 9月 27日（延長しました） 

【令和８年８月２７日からの大雨に伴う災害関係】（羽咋市、志賀町、宝達志水町、中能登町） 

住宅の緊急の修理制度について（災害救助法） 

イメージ図 大まかな修理（手続き）の流れ

★被害から修理完了までのポイント

・大雨による被害と直接関係のある修理が対象です。

・写真の撮影は必須です。（工事前、工事後）

・対象は資材費及び修理に要する施工費等が対象です。※DIYやボランティアによるものは対象外です。 

・自治体等から無償で提供された資材を使用する場合、資材費は対象外です。

※ 制度の活用・相談は各市町の窓口へお問い合わせください。

連絡先は県 HPをご確認ください。
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